

































象として分析を行う｡ 特にここでは, トラック輸送における効率性の阻害要因として, 荷主企
業の要請に基づく多頻度小口化の進展と, それに起因して荷主企業がトラック運送業者に求め
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) 下請け関係は, 次下請けに次いで, 次下請けが孫請け, 次下請けが曽孫受けと呼ばれるが, 最
近では最も多いときで次下請けまで行われていたといわれている｡
されてきた｡ 買い手は購入する商品の在庫を多く持ちたくないために, 一度に大量に発注する
従来の方法を改めて, 必要な分だけをこまめに発注するやり方に変更した｡ この結果, 買い手
は元来の強い立場と納品に自己負担が発生しないために, 自己都合を最優させて少量ずつを何





て最悪の事態を招くことになる｡ このために, 納入の確実性を担保するために ｢時間指定｣ と
いう条件が設定されることになる｡ 買い手の都合に合わせて指定した時間に確実に配送するこ
とが要求さる｡ 同じように在庫を持たないから, 何らかのイレギュラーな事態が発生したとき
には, それをカバーするために ｢緊急配送｣ が求められるようになった｡

















に関する調査｣ であり, 年度と年度のカ年にわたって調査が実施された｡ この調査の報




いる｡ これに対する事業者側の答えは, 図に示されるように ｢ほとんどの輸送で実行してい
る｣ と答えたものが％であり, 残りの分ののトラック運送業者は程度が異なるもの
の積載率の向上の取り組みが部分的かあるいは全くなされていないと回答した｡ とりわけ,





答が図に示されている｡ これによると, 最も多い要因は ｢荷主の在庫圧縮に対応した多頻度














) このアンケート調査では, のトラック運送業者 (特別積み合わせを除く一般貨物運送事業者)
に調査票を郵送し, 	件の回答 (回答率	










れによると, ｢製造工程との関係｣ が最も多い｡ いわゆるメーカーにけるジャストインタイム
輸送が行われているためである｡ その他に, ｢短期間納品, リードタイムの短縮｣, ｢在庫圧縮




























なぜ長時間待たされるのか, その理由が図に示されている｡ これによると ｢出荷・荷受け







も多頻度配送を認めている｡ 同一配送先への複数輸送の実施を聞いたところ, ｢依頼していない｣ 答え
た荷主企業は	％であり, 残り分のの荷主企業は程度の差はあるが多頻度配送を要請している
ことを明らかにしている｡ 同一配送先への複数回配送を依頼する理由であるが, ｢顧客 (荷受人) の生



































































































































































) 財団法人全日本トラック協会 (), 頁｡














おらず, いわゆる ｢どんぶり勘定｣ で儲かるか儲からないかの収益性だけしかみていない｡ ト
ラック運送業の経営において計数管理が苦手な経営者が多いからである｡ こうした ｢どんぶり
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物流における輸送効率改善の方向性
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